
方言調査 in 高知 ～高知方言のイメージ～

【３．結果分析】

（1）方言の使い分け

【番外編 街頭インタビュー調査】
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●＝北海道地方              （北海道）
●＝東北・関東・中部地方（茨城県、埼玉県、神奈川県、岐阜県）
●＝近畿地方 （大阪府、兵庫県）
●＝中国・四国地方 (岡山県、広島園、愛媛県、高知県）
●＝九州・沖縄地方 (福岡県、鹿児島駅年）

（２）高知方言のイメージ

【分析】

・目上の人に対しては方言を使用せず、対等な関係や目下の人に対し

て方言を使用する傾向がある。

⇒ 上下関係また心理的距離により方言使用の有無がかわる。

・家族や高知県出身の友人に対しては方言を使用するが、高知県以外

の出身の友人に対しては方言の使用が控えられる。

⇒ 相手の出身地への配慮がなされている。

誤解の回避やコミュニケーションの効率性を意識している。

【分析】

高知方言のイメージ

乱暴・親しみやすい・田舎らしい・使いやすい

共通語のイメージ

丁寧・きれい・都会らしい・聞き取りやすい・使いにくい

↓

高知方言と共通語で対照的な結果

高知方言「乱暴」 「田舎らしい」 「使いやすい」

共通語 「丁寧」 「都会らしい」 「使いにくい」

【分析】

出身地の好悪：出身地を問わず、好感度が高い。

出身地の方言使用：近畿、中国・四国での使用頻度が高い。

一方、東北・関東・中部では使用頻度が低い。

【1. 調査の目的】
① 高知出身の方が、普段高知方言をどのように使用してい

るのか、使用の実態を明らかにする。
② 自ら使用する高知方言に対して、どのような印象を抱い
ているのか、イメージを明らかにする。

【２. 調査の概要】
調査対象者：高知市出身の20～60代 9人

※全員から同意を取得した上で実施

調 査 方 法：高知方言に対するイメージ・印象について、

インタビュー調査を実施
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図1 相手との関係性からみた方言使用①

図2 相手との関係性からみた方言使用②
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高知方言は
使いやすい
ぜよ！

ひろめ市場にて、出身地を問わず、「出身地の好悪｣｢出身地の方言

使用」について街頭インタビュー調査を実施 ※回答者数：53人

【まとめ】
・高知方言話者は、対等・目下の人に対して方言を使用している。高知出身以外の友人には、方言の使用が控えられ、相

      手の出身地に配慮したコミュニケーションが行われている。
・高知方言のイメージは、｢乱暴｣｢親しみやすい｣｢田舎らしい｣｢使いやすい｣で、共通語と対照的なイメージを抱いている。
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	スライド 1: 方言調査 in 高知 ～高知方言のイメージ～　

